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らいいなあと憧れていた。走り続けて
きた自分へのご褒美に、友人を通じ
杵屋勝国先生の稽古場に伺い、入門
を許された。

長唄は江戸時代に誕生した歌舞伎
と結びつき、舞台音楽として舞踊の伴
奏や情景や心情を表す下座音楽とし
て発展し、明治以降は一般家庭に広
まった音楽である。三味線音楽のジャ
ンルの中では華やかな印象を持つ。
三味線は古代エジプトを起源とし、シ
ルクロードを経て中国、琉球（沖縄）、
16世紀に上方から江戸に伝わり流行
した楽器である。

稽古は1対１の個人稽古である。
『楽理と実技 長唄の基礎研究』（浅川玉

兎 日本音楽社1974,P.210）という本に「初歩の
うちは師匠の演ずる通りを機械的に模
倣練習、基礎技法の修練は反復練
習、少しでも毎日欠かさず練習し習熟
に努める。自分の味を出そうと考えて
はならない。中等レベルまでは型には
まるための修行、良い型を持つ良い師
を選ぶ必要がある」とあった。まさに日
本語教育と相通じる教えがある。

勝国先生は、故十八代目中村勘三
郎や坂東玉三郎の歌舞伎舞台に立て
三味線（演奏をリードする首席奏者）
として出演されてきた。卓越した高度
な長唄三味線の技法と後継者育成に
尽力された業績を評価され、2019年
に重要無形文化財保持者（人間国
宝）に認定され、2020年には日本芸

術院賞・恩賜賞を受賞された。
初めは三味線の音が聞き分けられ

ず、音程もテンポも発音も全く駄目な
私だったが、良き師の下で稽古を続
け、所属する流派「杵勝会」の試験を
受け合格し「名取」を許された。師匠
の名をいただき「杵屋勝くに遊」が私の
芸名となった。2019年4月には歌舞伎
座の舞台に立ち、夢のようであった。

長唄を始めて1年後、目白大学が
留学生別科を新設し、私は日本語・日
本語教育学科教授、日本語教育セン
ター長となった。学校行事には日本の
伝統芸能に触れる機会を設けた。四
季の情景を三味線の音色で表現した
曲や、留学生の想いに似た曲、国を
離れ故郷の訛りや家族を懐かしむ「越
後獅子」などを紹介し、三味線を弾く
体験も行った。

留学生ライラさんとの浴衣会
2020年はコロナ禍で長唄の会も公

演中止が続いたが、9月に勝国先生
一門と、先生に師事し幅広い活動で
三味線の魅力を広めている杵屋勝く

に緒さん主宰の「玉の緒会」との合同
浴衣会（夏の時期に浴衣を着て行う
おさらい会）が開かれた。その会に留
学生のライラジェイド・ティラーさん（以
下ライラさん）が参加されたので、話を
聞いた。

ライラさんは2020年3月に来日。ア
メリカ人で現在20歳、都内の日本語
学校でN1めざして日本語を勉強中。
日本の大学で日本文学を学び作家に
なるのが目標とのこと。愛読書は文庫
本の日本の小説！
―三味線はいつから習い始めましたか。

今年4月に三味線を始めました。
―三味線を習い始めた理由は？

三味線を通じ、日本文化との繋が
りを深めることで、より日本の歴史を
理解できると思ったからです。三味線
は西洋音楽とはまた違って美しい音
色を出すので、演奏してみたいと思い
ました。
―「松の緑（明るい未来が今年から
始まることを祝う曲）」を演奏してみて

合同浴衣会が終わって。
前列右端に留学生ライ
ラさん、左から4番目が
筆者。2列目右から3番
目に杵屋勝くに緒さん、
その隣（中央）に杵屋勝
国さん

年齢の縛りから自由になる

日本語を勉強中のライラさんは三味線も稽古中！

      



25th  January  2021 3

どうでしたか。
「松の緑」は私が初めて習った長唄

の曲でした。この曲は西洋のクラシッ
ク音楽のようにフレーズが繰り返され
ないので、作曲家の想像力との繋がり
や自由さをより感じました。
―先生方や先輩方の演奏はどうでし
たか。

今はまだ三味線の基礎を学んでい
るところなので、あまり感情を込めて
演奏することができません。でも、先
輩や先生の演奏は10分以上の曲を
覚えていて私にはない自由さを持って
いました。演奏で感情を表現できるこ
とに感動しました。私もあんな風に弾
けるようになりたいです。

続いてライラさんの師匠の杵屋勝く
に緒さんのメッセージを紹介。

ライラさんから初めてメールをいただ
いたのは2020年4月末、緊急事態宣
言の最中でした。驚いたことにzoomで
の初回の体験レッスンの時には既に三
味線を持っていました。彼女の真剣な
熱意が伝わってきてすぐにオンライン
レッスンを開始しました。外出規制が
緩和され実際にお稽古で会った時に
はかなり弾けるようになっており、9月
初旬にあった発表会にも参加すること
ができました。初めて浴衣を着て教室

日本舞踊家（藤間
流）の藤間恵都子
さん（右端）から日
本舞踊の手ほどき
を受けるKOYO国
際学院ベトナム人
の女子学生達。2
列目中央が筆者

の先輩や仲間と演奏した体験は忘れ
がたい思い出になったと思います。

長唄は指揮者不在なので、メン
バー全員が呼吸を合わせ演奏するこ
とが重要で、仲間を思いやりながら助
け合ったり譲り合ったりして一体感あ
る良い演奏が生まれます。細かな感
性が求められる長唄三味線、ライラさ
んにはこれからも深く学びながら、そ
の魅力をどんどんグローバルに発信し
ていただきたいと期待しています。

日本舞踊にチャレンジ！
勝国先生は日本舞踊の各流派から

長唄の演奏を頼まれることも多く、私
は勉強のつもりでよく舞台を見に行っ
た。そのうち日本舞踊の華やかで美し
い魅力にすっかりはまってしまった。踊
りを習いたいと思いながらも、古希を
迎え今更とためらっていたが、勇気を
出して横浜の保土ヶ谷にある藤間恵
都子先生の門を叩いた。先代の勘十
代さんから娘さんの翔央さんまで三代
続く藤間流の舞踊の名手である。板
張りの広い稽古場での個人稽古は気
持ちも引き締まる。稽古始めは礼儀作
法、足の運びに始まり、今は踊りの基
本的な身体の「動き」「型」を習ってい
る。長年染みついた姿勢や癖は注意
されてもなかなか直らないが、何度も

石澤弘子 （いしざわ ひろこ）

（財）海外技術者研修協会
にて長年に渡り、外国人の
産業人材に対する日本語
教育を担当。『新日本語の
基礎』制作委員。『みんな
の日本語』監修者。目白
大学 日本語・日本語教育
学科教授、同大学日本語

教育センター長 留学生別科長を経て、現在 KOYO 国
際学院校長。

映像アーカイブ『日本語教育 100 年史』
（内閣官房 beyond2020 プログラム認定事業）に石澤弘
子先生の取材記事が掲載されています。
URL：https://oralhistory-jle.com/archive/
制作：田中祐輔氏（東洋大学 准教授）
概要：日本語教育を通して国際文化交流や政策推進、
教育実践、教材開発、調査研究、などにおいて活躍さ
れた人々の活動と交流の歩みが証言映像という形で記
録され、国際文化交流・多文化共生のビジョン策定と
実現のための知的基盤拡充に取り組まれています。

踊っていると、自然と体が動いてくるこ
とに喜びや楽しさを感じている。「日々
稽古」が今の目標である。

人生100年時代に大切なもの
目白大学退職後は、日本語教育か

ら離れるつもりだった。しかし、思い
がけず日本語学校の校長になった。
AOTS横浜研修センターを、「光洋」
という医療・健康・福祉関係の事業を
展開している企業が買い取り、2019
年4月にKOYO国際学院を開校した。
EPA介護福祉士候補者の来日後の
集合研修の場としてAOTSに施設を
貸し出す関係で、医療・介護人材の
育成を将来に見据えた日本語学校の
設立に至ったようである。

学生たちは日本語の勉強とアルバ
イトで余裕がないが、日本文化を楽し
んでもらえる機会を増やしたいと思っ
ている。

人生 100 年時代で大切なものは、
人との繋がりを大切にする、好きなこ
とをする時間を持つ、学び続ける、年
齢の縛りから自由になる、今年もそん
な年になりますように！

      












